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最⾼指導者アリ・ハメネイ師の虐殺を含む、2 ⽉ 28 ⽇に開始されたイスラエルと⽶国に

よるイラン攻撃の拡⼤が続き、収束のめどがつかない。攻撃の⽬的も次々に⼤きく揺らいで
いてあいまいであり、道理を⽋いている。⽶国とイスラエルはイラン攻撃の⾮を認め、直ち
に停⽌するとともに、多数の死傷者をもたらし⼈道に背くイスラエルのガザ攻撃の過ちを
も認め、この地域での対外攻撃をやめ、イスラエルは占領地から撤退すべきである。 

 
 第⼆次世界⼤戦終了後、早くも 1945 年 10 ⽉ 24 ⽇に国際連合が発⾜して、国際的なすべ
ての対⽴・紛争は戦争に訴えることなく対話と交渉と協⼒によって解決することを取り決
めた。それと同時に、⼒によって他国を⽀配する植⺠地主義を克服し、⾃国の運命は⾃国で
決める各国の主権への不⼲渉や領⼟保全を尊重する国連憲章の下で世界は動き始めた。以
来、国連憲章違反が起これば、さまざまな紆余曲折はあっても、国連の仲介の下で戦争を抑
⽌し暴⼒が⽀配しない世界へ向かおうという意思はかろうじて共有されてきた。 
 

しかし、2022 年 2 ⽉ 24 ⽇に始まったロシアによるウクライナへの⼀⽅的侵攻以来、剥
き出しの⼒に頼る論理があたかも正論であるかのように横⾏するようになってきている。
イスラエルのガザ攻撃、⽶国のベネズエラ攻撃と続き、この度のイラン攻撃である。世界⼀
の軍事⼒と経済⼒を背景にした⽶国がその威を借りるイスラエルとともに、また⻄半球で
は単独で、次々と犯す暴挙に対し、ロシアのウクライナ侵略を⾮難した欧州諸国はそれを強
く⾮難できず、国連を中⼼とした世界世論は戦⽕の拡⼤を抑えることができずにいる。世界
の歴史は⼀気に２つの世界⼤戦に先⽴つ帝国主義の時代に戻ってしまった感がある。 

 
このまま暴⼒⽀配に地球が覆われていくなら、植⺠地主義と世界⼤戦の時代を超えてよ

うやく確認し合うかに⾒えた⼈類的な平和への共同意思が失われてしまう。今や、多様性を
認め、互いの⼈権を尊重し合い、平和を尊ぶ⽂明が破壊され、⼈類の未来が危うくなる危機
的状況である。私たちは、暴⼒で⽀配されてしまう地球で⼈は安らかに⽣きていくことはで
きない。国際法を無視して他国に攻撃を仕掛けているロシアやイスラエルや⽶国に対して、
また、武⼒による他国や他地域への攻撃・⽀配に反対し、すべての関係国が国際法を遵守し



て対話と交渉という平和的な⼿段による解決を図ることを求めたい。 
 
⽇本政府は、平和主義と⼈権尊重を掲げる憲法に基づき、⼒の⽀配に屈しようとする世界

の動向に異議を唱え、平和を求める役割を果たすべきである。現在の⽇本の政府と与党には
その⾃覚がほとんど⾒えず、⽶国への従属を強める姿勢では、国際的な評価は低下するばか
りである。⽇本が⽬指すべきは世界史的視野に⽴った平和のための政治であり、そのことを
具体的な⾏動で⽰していくべきである。 


